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第４２回ふれあい東城まつり こどもも大人も東城っ子！集まろう！遊ぼう！ふるさと東城！

が開催されます！

今年も１０月１７日（土）、１８日（日）の２日間、「ふ

れあい東城まつり」が開催されます。地域の皆さんが集い、

楽しい催しや交流を通して、ふれあいを深めることのでき

るイベントです。子どもから大人まで、世代を超えて楽し

める機会ですので、ご家族やお友達と一緒に、ぜひお出か

けください。

東城町自治振興区連絡協議会では１８日（日）に「ふれ

あいのどじまん」と、特産品・野菜・手芸品の販売などを

行います。新坂からはクラフトバンド教室のみなさんの

作品を出品します。お誘い合わせてぜひお越しください。

○１０月１７日（土）ふれあいステージ

１０：３０～１５：００（庄原市東城文化ホール）

○１０月１８日（日）イベントステージ

１０：００～１５：３０（東城小学校グラウンド）

  ステージショー、ちびっこ相撲、健康ひろば、防災ひろば

   モザイクアート など 楽しい催しがあります

「庄原自治振興区連合会グラウンド・ゴルフ大会」出場者募集

庄原市内の他の自治振興区の皆さんとグラウンド・ゴルフを通じて交流しましょう。

○日時：１１月６日（金） 受付開始１２：３０～終了１６：００

○会場：庄原市高野スポーツ広場（広島県庄原市高野町新市 1364-2）

○競技方法：団体戦（1 チーム６人、男女の制限なし）及び個人戦

      ２コース(１６ホール)の合計打数で順位を決定する

○申込：１０月２０日（火）までに各支部の代表者へ

○参加費：振興区が負担します
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過去のふれあい東城まつりの様子

クラフトバンド教室さんは
このような素敵な作品を作られています



これからの行事予定
１０月 ５日（月）高齢者大運動会 東城小学校体育館 午前８時３０分～受付

１０月 ８日（木）パソコン教室 午前１０時～

１０月１１日（日）東城地区総合スポーツ大会 東城中央運動公園 午前８時１５分集合

１０月１７日（土）ふれあい東城まつり-ふれあいステージ 東城文化ホール 午前 10 時 30 分～

１０月１８日（日）ふれあい東城まつり-イベントステージ 東城小学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ他 午前 10 時～

１０月２２日（木）パソコン教室 午前１０時～

１０月２５日（日）資源回収    午前８時までに新坂自治振興センター多目的施設へ

１０月３０日（金）市民と語る会 午後７時～

久代・新坂グラウンド・ゴルフ交流会を開催しました

９月１２日（土）、休暇村帝釈峡の豊かな自然に囲まれた

会場で久代・新坂グラウンド・ゴルフ交流会を開催しまし

た。爽やかな空気の中、参加者の皆さんは仲間と声を掛け合

いながら、和気あいあいとプレーを楽しみました。

この交流会は１０月１１日開催の東城地区総合スポーツ大

会の予選も兼ねており、新坂から４名の方が出場されること

となりました。大会でも好成績めざして頑張ってください。

東城町自治振興区連絡協議会-先進地視察研修へ参加しました

９月８日、島根県雲南市へ先進地視察研修に行きました。雲南市地域振興課職員の方

と２つの地域自主組織の方から話を聴きました。その内市職員の方からは、住民主体の

まちづくりを推進する地域自主組織の仕組みと取り組みについて説明がありました。概

要を紹介します。

雲南市は、平成１６年１１月１日に６町村で合併し、今年 4 月末現在、人口は 33,003

人、高齢化率 40.8％で、５０５の自治会（振興区の支部相当）と３０の地域自主組織（振

興区相当）がある。地域自主組織は、人口規模で最大 5,350 人、最小で 105 人と非常に

幅がある。そのため、「地域ごとの特徴・課題については地域自主組織が考え、市がそれ

を支援する」という仕組みにしている。

各地域自主組織は、「交流センター」（自治振興センターに相当）を指定管理し、地域

の活動拠点としている。常勤 2 名と非常勤数名を雇用して、人件費や活動費は、市の交

付金・指定管理料・会費・小さな収益事業により確保している。

各地域自主組織は市からの財政支援だけでなく、行政職員による人的支援も受けてい

る。旧町単位の市役所支所には、地域づくり・防災など分野別に担当の職員を１～２名

配置し、各担当は 2 週間に１回程度関係部局会を持つことにより、行政全体で地域自主

組織を支える体制をつくっている。

これらの仕組みは、合併当初から出来上がっていたものではなく、３年に１回程度、

地域と話し合いながら制度などを見直し改良していることで、「持続可能なまちづくり」

に取り組んでいる。

グラウンド・ゴルフを楽しむみなさん


